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ころVC，研究としての科学的， 実証的要索が加わってくるのである。 いま文学的安怠の読解を取り kげ
研究を進めるκ当た司て，、まずこの，11 読解とは何ヵJ といろ問題から考えたいと患ろ。
。下品解釈としての読解)





















































，心情を読みとるH と方、。読み味りうH とかいう ことはa こうした情的菌での美的事受制￥った5どま主
的統みとりを窓i来していると息わ九る。
こUの〉よろな競み4令乞r白. さtさ雪Uω』ゲ詰泌事双的続41'(κ疋対して符官κ亡区別して苔ろならば，H書鑑=賞的E続充免.)与子〆H と名つ.
坤てよいカか、もし才れ1./々Eνい、、。 ただここで 1/鑑賞的説み， とUい、うUωJは.作品そUωJもωω美的縫E佼t，をど0広ι味ずるも
ωfρeはな〈し， 炎E現見内誕綴手古含r説みとつてゆo祝宛J燐鋒ω段階でω事葵き的側曲
二 仰ようκ して文 '~jぷt的文言草・の読みは. 1::述の，解釈的読解'と A波宮町的読みがとが，と'bども lζ一体
:・:していとなまれることが大t却であ り， このことKよって始めて文学的文章の表現内容は続みとられ得






的とした読解である。そのぷ味でそれは，解;釈 ・鑑賞・叡霊平という作品研究Vζおける ρ解釈グ にあたる



































































ている作者の剣道のきびしさを. ~<銭かrC税みとる といろ ととが，極めてlIt要なととKな る。
こう考えてくると，実は.iWvc.t15ベプヒj(宣伝の表現内容を正確V亡者みとろろとする，解釈的誘島ずとい
うものが.こうした読みを脊てるとの有力な方法として振り返られてくるのである。文章を務み進む過





























{lI対銀児$ 新品寺市立 b明小'学校 4年， 51手， 6係 各学偲 2 学~.&















「おい. アリ aーν...0 .J
と，ホ・ロージャ;o，よんで言いまし介。




「へーンc あ主え 4 こ。J
ボロ ージャは. くつをぬいで，そのしらかぱのヂばVとある.高い切り株の上Kとぴ上がると， I 
手足で斡をだ会かかえるよう Fとして，寄り始めまし介。 I




ポローわは，もろ，その分かれめのところまで凝 って，足をぶらぶらさせながら， としたか ;
けてい空 し九 1 
口まくのと こ為まで後って来り、。あまえっこ。えだがないから査まれないんだろう。こわいんだ i
なcJ ;j-;ロ ージ・は，からかうのをやめません。 アリョーνマは.こらえきれなくなりまし。?。
「ちがうよ。ぼくは.学絞の毒をばんぼうの半分まで重量れるんだよ。J
「なんで， たった半分までしかまをすもないんだいo おかあさんのお詳 しがないのかい。」
ア リ ョーシ 7は，ふくれつつら を して，そこからはなれて行きましたω ボロ ー ジ マ ;~ ， たお し








たあ との 一つ一つtてつかまりながら ， 主寄って行~ました。
fボロ ージャばいいなあ，足が長くて。}
とアリョーレマは，はらだたしく患いま し党。
「でも，ぼくは， ボロ -i)'-rよりも， もっと蒔く告をるぞ。)
そして;アリヨ ージ伊は， もっとi高<.もっと高〈と，だんだん重量って行きま した。木は，下から
見て感じたほど，なめらかではあり ませんでした。手をかげると こ ろ~).足をのせるところもあり
ました。もう少し， もろちょっと，…-・…。そろすれば，分かれめκ届くことができるでしょろ。
そこで，ひと休み寸る ことがでぎますう





i iちっともむずかしくないや「それに，ちっと もこわくたんかないや。 J
1アリ ，-v管は，はきだすよう VC芳いま し介。
| 家々の震十帆近くのべっそろの経の木布を見がろすのは・気持ちのいいことでした。糊は，
!下の方iて.選〈ひろびろとひろがっていきます。尽のりころに谷が見え始めま した。谷のむころk
l払 野原も殺も男えてき 空した。森のかげ4ずある墓地も 見えて去ました。制ゆかげから.透くの
jれんが緩ての工場のえんとつが，ひょっとり現われ宇 したの
















































かごを待-.tc見知らねへがやって~<J:したのべ司そうの人でし ょう。その .\dt ， ).昌宏絹きつけ
て，上0)方をながめま した。び『くりして.大きな声でどなりま した。
《? ?
















かれてるの。 こ勺ちの，そら，も 4 と右(!)方の， ……。そうそ弓，あわてないよう (1(， J 
地函は，もろすぐそこです。アリヨ ーνャは，手でぶらさがり，からだをのばすと.さ 4 土地面



















fアJレチ 4 ーホワ作 西郷竹彦訳κよる)








ー アリ ヨーνヤは，ふくれ q つらをして，そこからはなれて行きました。
との時， アリョーνヤは，どんな気持ちだ 4 たでしょろか。アリョーν・の心の申を説明しな
e':ぃ。


























「大きな しらかばJの本文は. 6年の教材κ入司ているが. (l';jl用教事司容Kより本女tてかなりの泉両
がある 3 この本文は来京替籍の「新しい閣議Jvcよ4 え。}そこκ使われている語いは筏めてやさしく，
4年生でも4・分麗解し得るものである。各学年とも，最初教師が ー続し，来習俗語いは簡単vc説明した。













表 1 ( 1 2 bは本文の主主節，11-;6)の得号はかりVC付けたもの。)
(1 ボロージヤは，小さなアリ sーレャ K，あの大きなしらかばの木K登れないだろろ





2 I VC.tKロージャの援司 たところをこし，ついκて司べんまでそを司てしまろ。(主主るκっ
5 
れ規5草の聞けてゆく雛i'1!;がある。)そして，大きな声で問、 ろい。jとさけび始める。






















アリヲ ーレ'マがボロ ージャ /fCまけないで大きなしらかぽK主主勺たと とカ丸心に唆勺た。
アリヲ -iノマtJiて司ぺんまで芸員りついて速くを見ゎ:たすところ。
(3) の部分




おかあさんがアリョ -i，ノ惨をあわてきせずさいどまでゆ4 くりおろしてや4 た。
おかあさんがおこらないでいろいろ注意してあげたところ。
~5' の部分
















(1) O1印r:4) I (5) i (6) E X 計
男 5 5 。 4 o 124 
4 
女 s 6 日 10 4 1 128 
年 計 8 11 。 14 5 3 I 10 1 152 
男 。 。 。 14 。 1 119 
5 女 。 2 。 15 2 2 口 2 123 
年 計 。 2 。 29 2 色 。 3 142 
男 2 5 。 8 2 5 1 o 121 
6 女 5 5 11 6 玉 1 。 28 
千匹 計 5 6 19 8 8 2 。 49 
F 一
合1l21;;: 
。 26 5 11 8 1 164 
1 36 12 6 4 3 79 




































表 3 (表2の内容を平素の国語成績の 5凌緒別K見たもの〉
h編棒¥t11 (2)1 (3) (4) (5) (6¥ (1 ~ (¥勾。2AJ代宜 ~の Q.4号。4高9{司 4~6) E x 書十
a 2 4 
b 5 5 1 4 
6 1 3 4 
計 1 y 1 2 12 
4 5 1 1 守 2 8 
4 5 6 1 1 ? 
-・ー6 4 6 
嶋田』
計 2 13 2 2 7 1 2 23 
4 2 4 4 1 5 1 I 20 
5 
5 9 2 1 2 14 
d 1 7 5 1 1 2 
351? 3
計 2 5 20 1 7 1 2 1 1 2 5 
4 1 2 8 
2 5 
5 1 6 
6 t 1 1 7 
計 5 6 2 1 1 2 21 
4 2 
5 1 4 
6 2 5 
苦十 2 4 1 11 
d固h、 4 4 7 。10 1 2 1 1 1 。 。1 守 1 I 42 
5 。。。24 4 日 日 。。2 日 。 2 。。3137 
計 4 5 5 E 16 2 s 。2 日 。 。T T 。E 2 01 41 























































じているらしい感悠が多く見られる。しかしこの(1)の部分で，ポロ ージャ i乞対して余り Kも強い反感
をも司てしまうと，それがこれから後の部分の続みとりVC主主く影鯵して，例えば(3)の部分で，ボロージャ
がア リョーνマの危急を母Kしらせたところ守. ボロージャのア']-"ー ヰ/令 VC対するいじわるから，母
にかげ口を告げたのだといろよろな曲解をするκ至る。そろした事例がかなり多く見られるのであ4 て
この M からかいグ が，.r-ロージ?とアリ芳一ν?のきEだち関係vc決定的な破綻をもたらすようた懇意K
満ちたものでないことを理解しておく必要がある。この点の読みが全体約VC見ると→・4予でない。
こうした点で次のよろな応答が見られるのが主主目されるe
・ボロ ジーりまアリ ョーレマが木rcのぼれないと恩勺てちごっ と府北しれ (調主主〔ー 〕 三 4年)











・ボロ ージャがア リョ ー乙ノャをからか勺たのは， 二人でチてきなしらか/.:!の木tて登りたか司たのではな
いかとぼくほ烈う。(感想文 5年〉
・ア9"-i/伊と;:rロー ジャtてはほんとう ;まなかのよいともだちだと恋うな。 (感想文 6年)
というようκ，アリ ョ- i/マとボロ ージマの友だち関係を正当VCJ理解しているJ惑惣も見られる。少数で
はあるが.こうした道線がなされていることは注冒していい。
イ (2)の部分





段初ホ'ロ ージマ4てからかわれた拷， アリョ -i/マが木r登らなIJ・司たのは，受れなか司たからではな
く，母からとめられていたからである。ここまではどの子どもも向織の考えのようだ。それならボロ ー
ジャがいなくな司てから ， なせ.ひとりで木Vζ至~...， ft.のか。こ O)~婚はなかなかむずかしい問題で，上に
かかげた感忽は. rだれ1'(も見つからないで祭れる。 Jつまり， ;:!(ロージャがいなければ.mの禁制を
犯してもへ(fC知られずKすむからだと解釈しているものと忠われる。しかしこと?とは，木κ主 4 てはい
げないという母の禁制がアリョーν? を強くとらえている ことはわかるが.たせ'母の禁制を犯すvcヨ~...，
たか，そのなぜに答えてはいないようである。次Kかかげる感想は， この時のア 9;r -"ノ?の心理をか
なり詳しく叙迩している。
・お母さんからは木K主まることを祭じられているし友達からは 「あまえ司とJと言弓てからかわれて
いる。そゃな時@ア 9ョ-iノマの気持ちはどんなだろうか。……… アリ ョーレャが木1'(号室 4 舟こ時の
決心まそうとう聞か司えだろ勺のお母さんの言いつげを守らないで，すべすべした高い木へた4 たひ
とりで盗るのだから。アリ a-νャはポロージ令からさんさ.んからかわれてくやしか司たのだるろ。
…この場合仕方ないと思ろ。ア リョージマだ 4 て.お母さん令ひ，...，くり させよろとわぎとや
q たんではないし，ぐやしさをおきえきれなか4 たからだと怠ろ。(感恕 6年〕
ボロージャKからかわれた〈やしさから母の努制を犯して，ついκとの大きなしらかばVC登るvc苓る，







跡あ札のいいつ付をやぶ『てまで，しらかばの木(L主主 q たんだろうとばか府亀しく怠4 むもし






・それは，ボロージ ャvc.じまんされえからじ平ないと患う。アリ 71- i/伊は.ちとから大きなしらか
ばの木l'C登りたか4 たのだろう。だからいいき 4 かけだと忠司て登4 たのかな。それともボロージマ













A -ぺんでもいいからのぼ 4 てみたいなとおも..，11:。
8 この木のてっぺんKのぼ司 たら気もちいいだ為うなホn
C 建りたくてしょうがなか司たがおかあさんがだめだとゆろので寄れないと怠「ていた。






A C D 
A 年 37 1 2 
5 千五 26 2 5 2 
6 苧E :5 1 2 6 
計 94 5 1 3 5 





















~ ロ ージマよりも丹と高くを豊ろうと しているととからも明らかである。)ただそれだけでなく ， その線
底VC，この大容なしらかばを見ていると，この木κ主 りたいという誘いを常白幡心K感じていたからで








ら κボロ ー ジャ Vζ勝とろとて司ベん自がけて主~....，てゆくのであるが， そのあたりからは， Iち 4 ともむ





















A B C D AC X 計|
4 ~ 18 11 4 7 2 42 
5年 1 6 1 1 5 5 37 
6年 24 6 7 2 4 1 
計 58 28 1 6 12 2 4 120 




しいま少し詳しく この叫び戸を観察するならば，おそらく，最初は， この大きなしらかばのて 4ぺんbて
ようやく登りついた，あるほればれとした，よ ろこびの気持ちAのおのずからの表出であろう。しかし














この部分は.前K述べたようVC.調資 l二一)二の印象の深か「たと ころとしては，わずか 1名しか反









ア リ ョーレマが木登り毛r母 ~C禁止されていることを知4ていて.ボロージャは.アリヨー乙/ヤがその祭
封Eしたことを母κつげ口した。ど とかでそ「と見ていてきげ口をした。そのいじわるでひきょろなポ





ジャを見なおした。ぼくがポロ -9.γだ-.r( Iるはずかしくておしえられなか 4 たかも しれない。
-21 -
〈感想 4年)




















深めてしまい，文章の展開とともに.ボロ ージャκ対':Jる解釈を柔軟に変えてゆくことが出来なか 4 た



















・ ア~ "-sノヤは，もっと たかくのiま4 たのでくやしくて，気が変Kなったなどい吋 tz:o (感想、 4 
年)
・ボ ロ ージャがア F 雪-"〆マのおかあさんに「アリ ヲーν ャは気がへん~な 4たんだ。 J といっ たと
き;u.t;t" おまえ fホ・ロージャ少年)，t)，アり費一£ノマをからか司たから， アリョ -iノャがしらかばの
木』亡のほ司メとんだぞ ! とどなりつけたいくらいだった。(感惣 5年)
・ボロージャは， rアリヲ-i/守ば， 気がへんVcな弓 たんだ。」とい 4 たとき，おかあさんは，じぶ




調査 〔三1-(2) ボロ ージマはと・んな子どもでしょうカ'0 ま丸あなえはこの子をどう患いま
すか。
との設問の応答のEゃには. 1"いじわるなチJ1"むせ~ (fCんの子JIいば勺ている子， 自分ばかりいい








6年 1 0人(4 2人中) 5年 ?へ(37人申) 4年 4人 (41人中)
であ司て， 3学年を通して見ると，金体の2j;1J将司度の者!，:1，ボロージマを必ずしもただ一途な悪い子と

















・もしいきなの しかつてぴ司くり したひ ょうしκ港ちたりしたらどろしよう。やさしくはげましなが
らおろしてそれから注意してあげよう。
・アリョージヤ，どうしておまえばわえしのいいつけκそむいて木Kなんか主主4 たの。ま司てら 4 し
ゃい。いますぐおろしてあげますからね。
その表現』ては，それぞれニ a アγ スのちがいはあるが，いずれもそこ VC，子どもの危機的事態を認識し
てこれK立ち向かお勺とする母殺の心を続みと 4 ているよろに叡われる。
・おかあさんは，なぜアリョ-.ノヤが木V(愛 4 たのにおこらなか 4 たんだるう。との諾を読んで，し



















































アリ :;.- i，.〆ヤはもう大きくな 司て母の手VOiおえなくなるのか。
;患いもつかなか司たことをアリ 3-νャがしたからかなしくてな$だした。
表 6
A ! B C D E F スミ伴 A~_H~ l B E~ X 計一 ト一一一ー4年 1 1 3 4 1 5 42 
5毎 1 4 5 2 10 4 5 37 
6惇 | 日 8 5 7 4 5 3 2 4 1 
計 33 271 81 21 91 3 5 21 1 11 21 81120 
% ，27.5 22.51 6.7117.5 7.51 2.5 4.1 1，7 1 0.8 O.8! 1. i I 6.7! 1 0 0 







・アリ ョー νャがぶじ{どおりられたのを見てなきだしたのは 3 今まで集中していた精神がいっぺんK
〈ずれおち安心感とまざ勺たのでしょろ。それからもう 一つは.ア Yョ 乙ー/ャのためを思「て，木
殺りを;午さなか司えのκ当のアワョーνャは，おかあさんの心配をよそVC.高い商いしらかぱのて
「ぺん;rc寄生司たのですからおかあきんは悲し〈な司たのでしょう。 (感想 6~) 





約束ーを守らないで ・・…忍v亡とんな何日心配させて ・"Jといろような，泣いている中から混 々と湧
き出してくる母殺の気持ちを泌べたものと受けとれる。
と Kかく，これらの応答を見る と， 目的役:4)((Cおける母親の切実な心の中は.~ る程度すなお(fC政解し















C おかあさん{どだまって木κのぼっ たりしてほんとろκ悠かった。 これからはぜ「たいKやくそく
をまもるよ。
もうぜヴたいに*なんかのぼらないとげ勺しんした。


























可 ? 7 8 E 
1守 22 1 5 6 4 















くれたと してろれしか 4 た。 jといろ応答は，多分κ平素の母の愛情への欲求不満を背景とした，もし
くはそろした心理を理解し得るかなり箆維な精神構造を基盤とした特殊な応答であ司て， Eの事f7lH'cあ















ぼくは.これを読んで，さい しょVC，感じたととは，あまりないけど，アリヲ ーレヤはボロージ .yfて
ひやかされて，くやしくて，木1:，聖司たんだな。でも.ぼくだ.....，1tら，おかあさんK言 4 てからκす
る。ボロージ伊丹てゃな子だな，自分が，釜れるから 4 て，いば 4 てら。ぼくだ勺たらすぐそう言ろな。
アリョーνマは授はんぼうのまん中まで長量れる 4 ていうザど， Iまくは三年生の時. 一審よまでのほれた。
でも，アリョー乙/令とぼく じゃる，その時の年は，ちがうだろろな。アりヨー レ'"1"って，ゅうきがある
な。おういとよんだ崎山びとは，きこえたかな。
議のかげの，ぽちまで.見えるなんて， 1 0メ トールぐらい登司たのかな。ボロージマがアリョーν
マの，おかあさんVC，しらせた時は， ボロージマ，心配していたのかな。さ 4 さは，あんなに，いばっ
ていたのκ。
-28-




が，見えなくな司ても，おかあさんは.ゆ 4 くり，せつめいしてくれた。さ 4 きの，かれた木K足を
かげた時，とわか q たろうな。もろすとしκなると.ぴょんと，とびおりた。ぼくだ勺たら，それよ






















さ，進んで主人公VC，そのような時こうしてほ しい， こうあ4 てほしいという期待を託するのである。
そう した気待ちが， れまくだ司たら，こうするだろろrt:Jという ような感偲κなる。小説など読んでゆ
く治会の一般的心獲である。








ヨーシヤとぼくじゃあ，その時の偲は，ちがろだろうな。」と考え. rアリヲ ージヤ弓て， ゅうさがあ
るな。 J と，文脈的K緩めて正しい方向へ，その設~をも っていっている。交重量の展開。て沿って確かな
読みを進めている。





れている。これをいま， 木のて司ぺんからの挑めとして表現しているのは，木のて 4 ぺんlゼいる主人公




この時のボロージマの気持ちを i兜はよく繍んでいる。文採の展開K治 4 て6をかな読みを進めている結
果であると怠ろ。















ている心i遣い，アり翁 -i.ノ伊が必允κおりてくる~I'C共感している読みである g 特κ， れまちゃ.工場
が見えなくな っても，おかあさんは，ゆq くり，せつめいしてくれた。 Jという点、κ問自しているのは
(このところは徒然家の高名の木のぼりの教えな総わせる)このI児の読みの傑さを示している。
「革、弓すこしf(なる と， (}ょんと， とぴお りキ。』まくだ....，，，と ら，それよ り五イーセンチ上~ 7モりからお
-30ー
りるな。 jユーモラスな表現である。 I地面は，もろすぐそとです。ア .，9 - iノヤは，手でふ・らさがり










































女学的文宏の読みκおいては，随所κ疑問を感じ， (それは，疑f!~，と いろ よろなは 4 きりしえかたち
でなく .ばくせ.んと，どろいろのかなと感ずる縫合が多い}これを自分なりκ解明しつつ読んでゆく。
とのことは前項の 兜の感想女のIflVCもJ¥!tv亡出ていたこ とである。また.下どもたちがとの 「大きなし
らかぽJのそろ し庁疑問を具像的げどのよろκ感じ， またどのよろ K解釈してい司たかは.第皿意 1t2i 
各部分の税みと りの項で詳しく 貝てきたところであるの との，読みの過程で疑問を感じてはこれを自分




「なVC.じようだん言ろの 1 d;.ロージ...0 Jと.t.かあさんは言いました。 rろうん。 ほんとうだ





おかあさんのかおがま白fてな 4 たのは.EIでt!.1りをはか司てたかさが高いから? (4 ~手 S児)
とれは・調を {斗三「このお話を読んで，あなたカ穏じたこと，忽 4だこと.考えたこと，なんで
もよいから，g~なさい。 J とい勺設問K対する応答であ司て，この応答者は，閏語成績 5 の段階，知能
偏差値 6 0 . 中位露草κ~する男子児笥である 。




あさんの顔がま 4白κな 4 たこと.このニつの悶の表現の空白を.s児自身「それはたかさが高いから
たJとして.埋める ことが出来たからであると思う。母親が，ァ')'"ーか， .のいるえだが地商から余り
κも必いI針f'Cあることに気づいたということを.s児はg分なりK丑星島幸したのであゐ。それは， s 'AViζ 























































ボロ ージ，の父母はいるんだろうカ切このしらかばのさは，どんなK大きいのかな。 ((→三 4年)
ち責務からイメージを描くが.それを.も司と現実的なイメージとして抱卵しようとする。これは，子
どもの腕み』ては時tvc出てくることで「ほんとう Vどあ司たことjとしての納得を持ちたいのである。リア

























は，それがふしまでならない。もちるん，おかあさんの言いつけを守司たアリョ -iノマば，り 4 ぱだ
勺たかも しれない。けど，木fまりく bいしても，ぼくは，いいと思ろ。アリ ョー レャのおかあさんの
気持ちもわからないわげでばないが，そのくらいのことならや司てもいいと忽ろ。 ぼくは，そんな，
おかあさんの， 予どもκは.なりたくないのまた，なぜ，アリョ -i/守は.ボロージザが，いる時そそ
丹てみせなか4 たのだろう。ぼくだ 4 えら，おかあさんが，い〈ら注意しても，祭「たと忽ろ 。そし
て，ポロージマより.高いところ主で，主まってい 4 て，反対Kからかつてやった人う。げれど， ζれ
を読むκつれて，おかあさんのほうが.ぼくの考えより，正しいよろ K恩われてき 7モ。けれども，ボ

























「また，なぜ，アリョージヤは， ボロ ージャが，いる時登4 てみせなかっえのだろう。 Jと問 ぃ，
日ま〈だ勺たら，おかあさんが，いくら注殺しても，主主「弁:と，思う。 そして，ボロージャより，高いとこ
ろまで霊司てい 4 て，反対vcからか勺てや『たろう。 Jきびしくしつけをする母親，そのしつげ終努事κ
従司て逆おうともしない，アリョーνャ。おそらく，とろした母子関係rrK児は反発を感ずるのだろう。
そっと自由κ，のびのびと，少年らしい霞険もところみたい。ととろみるべきだと考える。 K兜tま，:r;，





うことがいかK危険であるかということ K気付いてくるのである。このと とは鳶!tC~重要である 。
自分の主観的な気持ちが作品の読みを通して打ちくだかれ，作品の世界κ目覚めるということ， ことκこ
そほんとうの文学的文章の読みがあるのである。
しかし， との K兜は，なおこの作品の広い世界κ，イー 分自己を解放することは出来かねたようである。
この母親の行為やその態度I'!ごついて主鰯的な批判の手をゆるめない。
「けれども，ポロ ージヤが，アリョー乙ノヤのおかあさんVC，ア9ョーレヤが，のぼ勺ていると， 筒い
た持，ちeわんを，おとしたりするのは，ちょ 4 と大げさだと患タ。」と， 述べる。もちるんこれは，
作者の表現κついて総評しているのでな<' f]:親の行動司会批判しているのである。しかもそうした母親











その本当の窓刷謂 みとれなカ込「たと言えるようである。 この点， 共感納体験的な読み治3文学的文章の
読みとしてえいせつであると とがわかる。




K児は，アリlJ-ι〆マの母親の.u王説的態度もしくはその教育 7 マ的車聖母~r(対 して反発的な気待ちを
ー賞して，この文~を読んでいるととが熊知される。文中I折々疑問(1"(感じ たところも，これを文派的K











{そればK児のパ-:Jナリテイによるとこる大さいであろう。)こうした税みKな 4 てしま 4 たと思わ
れる。 K児の場合.もう少し文宣言をていねいに読み，文章R的理解を深める習慣がついていたならば， も
今とゆとりのある妥当な読みへ向かうことが出来たと思ろ。
「これを~/Jrcつれて，おかあさんのほうが， ぼくの考え より，正しいよう κ恩われてきた。 J という
ととるまで，読みを傑めているのだから。




何が書いてあるかがわかるだ~で . 自分の心をも 4 て作品 rι触れることはできない。作品の主題を探る































































・アリョー νャのおかあさんがアリョ-i/ヤがしらかばの木iとのぼ 4 たのを見ておどろいたがおとり
もせず，れいせいなたいどで，アリョーνャをみちびいたおかあさんは，えらいとおもう。 (4年?
・わたしは女の子だけれど，しらかばの木にのぼ司てみたい。ボロ ージヤはみきのわかれめまでしか















































・との木はア リョ ー乙〆ヤ1ft.:.:号気づけたいい木だと思った。 (6!年〕
やマ}
・この木が大すき4どな.-，7t" (4年)
・はやくあのしらかばのようκ大きくなりたいなあ。 (5年)
・「おかあさんκしんばいかけてのぼったしらかばくん.ぼくーペんしかのぼらなか..， A.けど，とっ
てもうれし;6.勺えし.こわかったよ。もうおとなκなるまでの4まれないけどいい。〉としらかばκ
はなしかげたい気持ちo (4;':芋)
・しらかばのきκのぼ司ておかあさんを苦しませてしまったこと。 (6年〉
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-もうせ'丹7tいの』まらないぞ。母を苦しめたくないと思っていた。 (6年)
・やっぱり自分ひとりではだめでだれかの力をかーりなければ受れないことκ会ずいた。 何年)
(闘の学年は，たまたまそこK引用 した応答者の学年を記したまでマあ司て， 実は問績の表現はどの
学年tても見られるのである。いま子どもたちの，この作品を我んでの心的余訟を.しらかばの大木κ対
する感懐としてf足えてみたのであるが，その限り Kおいては，そこVC見られる子どもたちの心的傾向ば，
緩めて健康であり生き生きとしている。文学的文潅の続解f旨毒事κおいては， とうした文章読後の心的余
韻を，よりよさ方向へ，のびのびと伸ばすよう κ指導することがたいせつで若うろうと忠ろ。
おわりに
文学的文章の読解梅若手はどのよろなものであるべきか，とうした問題意設をもちながら，子どもたち
が，文学的文章をどのよう K読んでいるのか，その様相を「大きなしらかばJを素併として見てきた。
そしてその中で，私1:1私なり i仁当初の問題を考えて会たつもりである。そしてその回答は鑓所K述べ
てきたので，こζKはくりかえさないひただ犯は，子どもの読みは，一学級の子ども全体を見え時rCIま，
そと VC~V(完成 rc近い，もし〈は，さら(r(患いがけない程すばらしい読みを成立させていることを，い
まさらのようκ感ずるのである。指導ということは，子どもたちのとろしたすがえを，真実{ど見出すこ
とではないだろ勺か.といろことを特V(記してこの穏を終わりたいと患う。
との研究を担当したのは，大竹大三，沢田勉で，研究の結果をまとめs 執筆したのは，大竹大三であ
る。
G参考文献〕
西郷竹彦箸 「文学教育入門J
著者独白の立場からの r;犬きなしらかばJκついての詳しい教材分析がのせであるo
武間常夫幸子 「文学の授業J
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- 41 -
